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一
、
は
じ
め
に

　

中
國
で
は
近
代
社
會
に
入
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
絶
對
的
な
價
値
を

有
し
た
古
典
文
化
が
古
い
時
代
の
殘
滓
と
し
て
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ

た
ば
か
り
か
、
公
然
と
攻
撃
の
對
象
と
さ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
五

四
運
動
の
こ
ろ
が
そ
の
ピ
ー
ク
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
も
ま
っ
た
く

理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
傅
増
湘
は
そ
う
し
た

時
代
の
な
か
で
數
多
く
の
傳
世
の
古
典
籍
善
本
を
收
集
し
、﹁
書
潛
﹂

と
い
う
別
號
を
も
っ
て
校
勘
作
業
に
没
頭
し
つ
つ
、
膨
大
な
題
記
を

書
い
て
、
版
本
の
由
來
を
明
ら
か
に
し
、
中
國
古
典
學
の
基
礎
と
な

る
成
果
を
後
世
に
殘
し
た
學
者
で
あ
る
。

　

そ
の
古
典
籍
に
關
わ
る
本
筋
の
仕
事
は
、
す
で
に
大
半
が
適
孫
の

傅
熹
年
の
手
を
經
て
然
る
べ
き
著
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
私
た
ち

も
そ
の
恩
惠
に
浴
し
て
い
る︵

１
︶。

と
こ
ろ
が
、
折
に
ふ
れ
て
書
か
れ
た

い
わ
ゆ
る
﹁
詩
歌
雜
著
﹂
の
類
に
つ
い
て
は
、
選
集
さ
え
刊
行
さ
れ

て
お
ら
ず
、
傅
増
湘
の
生
涯
の
全
仕
事
や
爲
人
を
理
解
し
よ
う
と
す

る
と
甚
だ
不
十
分
な
状
況
に
あ
る
。
筆
者
は
そ
の
こ
と
を
い
さ
さ
か

遺
憾
と
し
て
、
こ
の
十
年
ほ
ど
、
讀
書
の
餘
に
氣
が
つ
い
た
關
連
の

資
料
を
發
掘
し
て
は
折
に
ふ
れ
て
小
文
に
草
し
て
發
表
し
て
き
た
。

　

昨
年
の
本
誌
第
四
十
期
に
お
い
て
、﹁
傅
増
湘
稀
見
序
跋
二
篇
探

微
︱
︱
藏
園
文
存
之
一
﹂
と
題
し
て
、
若
年
の
時
に
書
か
れ
た
﹁﹃
農

學
纂
要
﹄
敍
﹂
と
教
育
部
長
で
あ
っ
た
時
期
に
書
か
れ
た
﹁﹃
僑
工
須

知
﹄
序
﹂
を
取
り
上
げ
た
の
も
、
そ
の
作
業
の
一
環
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
前
者
と
密
接
に
關
連
す
る
、
ま
た
後
者
に
も
い
さ
さ
か
關
わ

り
の
あ
る
﹁
論
北
方
農
事
書
﹂
と
い
う
文
章
を
知
り
得
た
の
で
、
小

稿
で
は
こ
れ
を
取
り
上
げ
、
以
て
前
稿
の
補
充
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

傅
增
湘
の
「
論
北
方
農
事
書
」
に
つ
い
て

―
― 

藏
園
文
存
之
二 

―
―

稻　

畑　

耕
一
郞
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二
、「
論
北
方
農
事
書
」

　

傅
増
湘
の
﹁
論
北
方
農
事
書
﹂
は
、﹃
農
學
報
﹄
の
第
九
期
と
第

十
六
期
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。﹃
農
學
報
﹄
に
つ
い
て
は
前
稿
に
も

觸
れ
た
の
で
詳
細
は
そ
れ
に
讓
る
が
、
羅
振
玉
や
蔣
黼
︵
伯
斧
︶

︵
２
︶

ら

が
上
海
で
立
ち
上
げ
た
務
農
會
︵
農
學
會
︶
を
母
體
と
し
て
清
末
の

光
緒
二
十
三
年
︵
一
八
九
七
年
︶
五
月
に
創
刊
さ
れ
た
半
月
刊
︵
一
八

九
八
年
一
月
よ
り
旬
刊
︶
の
雜
誌
で
あ
る
。
記
事
の
多
く
は
諸
外
國
の

先
進
的
な
農
業
知
識
や
栽
培
技
術
な
ど
の
記
事
を
翻
譯
し
て
紹
介

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
に
關
連
の
﹁
上
諭
﹂﹁
奏
摺
﹂
や
論
評
、

會
報
な
ど
を
掲
載
し
た
。

　

傅
増
湘
の
﹁
論
北
方
農
事
書
﹂
は
創
刊
さ
れ
た
年
の
第
九
期
︵
七

月
上
旬
︶
と
第
十
六
期
︵
十
一
月
下
旬
︶
の
﹁
農
會
博
議
﹂
と
い
う
欄

に
﹁
傅
潤
沅
﹂
の
名
で
發
表
さ
れ
た
。
標
題
は
﹁
傅
潤
沅
論
北
方
農

事
書
﹂
で
あ
る︵

３
︶。﹃

農
學
報
﹄
は
決
し
て
手
に
取
り
や
す
い
資
料
で

は
な
い
の
で
、
ま
ず
書
影
［
圖
１
︱
４
］
と
原
文
を
掲
げ
る
。
次
に

訓
讀
に
簡
略
な
語
注
を
雜
え
て
ひ
と
ま
ず
の
解
釋
に
替
え
る
。
ま
た

通
讀
の
便
を
考
え
て
全
體
に
改
行
を
試
み
た
。

　
︻
原
文
︼

　
　

傅
潤
沅
論
北
方
農
事
書

　
　

湘
嘗
痛
憤
吾
國
通
商
數
十
年
來
，
無
歲
不
虧
，
無
業
不
絀
。

工
藝
不
盛
，
妄
思
閉
關
，
殖
利
不
興
，
坐
待
填
壑
。
本
之
既
撥
，

遑
䘏
其
枝
。
每
一
溯
思
，
輒
爲
危
慄
。

　
　

嘗
稽
之
商
册
，
歷
年
洋
貨
日
增
，
土
貨
出
口
亦
日
增
，
而
恆

不
敵
洋
貨
所
增
之
多
。
此
其
咎
官
吏
居
其
半
，
而
農
工
亦
居
其

半
。
且
出
入
相
準
，
每
年
所
絀
者
，
大
率
以
三
千
萬
爲
中
數
。
而

天
津
一
口
，
每
歲
恆
絀
一
千
萬
，
甚
至
一
千
三
百
萬
有
奇
︵
廿
一

年
數
︶。
是
商
務
之
衰
，
個
省
居
其
二
，
而
北
省
居
其
一
也
。
天

津
出
口
，
以
煤
斤
、
羊
絨
、
豬
鬃
、
馬
尾
、
羊
皮
、
狗
皮
、
草
帽

辮
等
貨
爲
大
宗
，
而
食
用
釀
造
製
造
織
紡
之
品
無
聞
焉
。
以
燕
趙

天
府
，
土
脈
深
厚
，
而
僅
以
畜
牧
壇
［
擅
］
場
，
則
地
之
遺
利
亦

衆
矣
︵
畜
牧
皆
塞
外
之
業
，
則
内
地
固
未
嘗
有
土
貨
也
。
況
又
加
以
土

貨
進
口
數
百
萬
，
則
北
人
資
財
每
歳
耗
於
洋
貨
者
六
，
耗
於
土
貨
者
四
，

戔
戔
出
口
，
曾
不
能
收
其
半
，
民
安
得
不
貧
耶
︶。

　
　

故
鄙
人
嘗
特
此
議
，
以
爲
欲
振
出
口
之
貨
，
宜
首
重
北
方
。

而
興
北
方
之
利
源
，
尤
在
力
開
地
利
。
直
隸
地
廣
，
而
民
不
稠
，

然
大
米
仰
於
蘇
浙
，
雜
糧
仰
於
關
東
，
而
土
産
黍
麥
，
外
流
無

幾
，
是
民
之
不
足
於
食
也
審
矣
。
説
者
謂
水
利
未
興
，
故
墾
闢
者
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圖
４　
『
農
學
報
』
第
十
六
期
（
同
前
）

圖
１　
『
農
學
報
』
第
九
期
（
清
華
大
學
圖
書
館
藏
）

圖
２　
『
農
學
報
』
第
九
期
（
同
前
）

圖
３　
『
農
學
報
』
第
十
六
期
（
清
華
大
學
圖
書
館
藏
）



50

中
國
文
學
硏
究　

第
四
十
一
期

鮮
。
愚
以
爲
農
民
情
陋
之
習
使
然
，
非
盡
水
之
爲
患
也
。

　
　

蠶
桑
之
利
，
北
地
有
之
，
易
州
、
正
定
、
深
州
，
皆
號
産
絲

之
區
。
深
州
所
産
，
尤
細
靱
光
潔
。
前
歳
家
君
攜
至
滬
上
，
絲
行

品
爲
佳
産
，
若
再
加
勻
淨
，
便
敵
湖
絲
上
品
。
然
地
處
偏
隅
，
銷

流
未
廣
，
每
歳
集
於
大
同
、
新
集
諸
區
，
祗
供
京
賈
之
購
求
，
織

土
機
之
羅
絹
，
故
歷
來
未
嘗
增
盛
。
此
間
官
府
，
頗
有
振
興
此
舉

者
，
而
經
畫
失
宜
，
利
小
欲
速
，
惟
聞
歳
發
桑
秧
若
干
，
歳
收
蠶

繭
若
干
而
已
。

　
　

鄙
意
以
爲
宜
從
現
在
産
絲
之
區
著
手
，
設
官
局
以
提
倡
之
，

合
公
司
以
共
舉
之
。
責
成
紳
董
，
廣
樹
桑
柘
。
博
采
中
西
良
法
，

南
北
土
宜
，
著
爲
簡
説
，
偏
布
曉
喻
。
民
既
久
食
其
利
，
今
又
益

之
，
未
有
不
爭
赴
者
，
此
開
源
之
策
也
。

　
　

由
官
設
行
棧
，
代
爲
收
買
，
稍
增
其
値
以
鼓
之
，
轉
運
出

︵﹁
下
期
續
印
﹂。
以
上
、
第
九
期
︶︵
以
下
、
第
十
六
期
︶
洋
，
奏
免
其

稅
以
暢
之
，
即
小
有
折
閲
，
亦
不
爲
沮
。
如
此
行
之
，
得
二
十
萬

金
，
已
可
集
事
，
即
使
數
年
之
間
，
資
本
折
閲
已
盡
，
而
民
間
養

蠶
者
必
多
，
絲
市
必
因
之
日
盛
，
商
賈
必
因
之
日
集
。
是
棄
二
十

萬
金
，
而
開
北
方
無
疆
之
厚
利
也
。
況
經
理
得
宜
，
又
萬
萬
不
至

虧
盡
耶
。
此
暢
流
之
策
也
。
若
能
擴
而
行
之
，
將
來
出
口
，
可
增

一
大
宗
，
抵
漏
巵
而
富
土
産
，
利
孰
有
大
於
此
者
。

　
　

又
此
間
安
州
白
洋
淀
中
，
有
新
淤
地
一
區
，
周
十
數
里
，
民

間
往
往
占
墾
，
官
吏
恐
啓
爭
端
，
遂
設
禁
焉
。
然
民
占
已
舊
，
又

戀
其
腴
，
乃
令
畝
納
四
千
，
聽
民
往
耕
。
人
以
其
墾
私
也
，
常
勒

抑
之
。
將
來
若
得
此
區
，
以
爲
北
方
農
會
公
産
，
必
可
開
無
限
利

源
。
但
須
本
地
人
士
，
鋭
志
事
此
，
乃
可
倡
議
耳
。

　
　

報
中
所
譯
山
東
種
洋
棉
花
法
極
佳
，
然
似
尚
不
及
所
見
美
開

贐
士
廠
種
法
爲
詳
。
昔
年
在
津
，
覓
得
美
國
棉
種
，
寄
蜀
試
種
，

結
桃
大
而
緊
，
惟
不
知
彈
法
，
以
致
廢
棄
。
次
歳
再
種
，
則
變
與

常
棉
同
。
今
仲
教
士
言
數
年
始
變
，
當
是
土
宜
之
異
也
。

　
　

農
會
章
程
有
宜
參
者
二
。
一
遣
人
游
學
也
。
會
中
諸
人
，
四

方
咸
集
，
吾
國
物
産
土
宜
，
可
集
議
而
得
之
。
若
泰
西
農
學
，
徒

譯
書
報
，
恐
難
得
其
奧
窔
。
宜
俟
公
積
充
裕
時
，
舉
會
中
年
強
志

壯
者
數
人
，
資
之
出
洋
，
至
各
國
學
堂
，
專
肄
農
學
，
學
成
而

歸
，
主
教
會
中
。

　
　

一
設
院
儲
器
也
。
第
八
條
言
買
器
試
驗
仿
造
，
所
籌
極
要
，

然
第
主
西
器
而
言
。
愚
以
爲
中
國
農
器
，
頗
有
善
者
。
大
要
南
良

而
北
楛
。
水
車
風
車
等
，
頗
有
類
西
制
者
，
似
宜
設
一
大
院
，
廣

爲
購
儲
，
采
其
精
者
，
繪
圖
登
報
。
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︻
訓
讀
︼

　

傅
潤
沅
、
北
方
の
農
事
を
論
ず
る
の
書

　

湘
嘗
て
痛
憤
す
、
吾
が
國
の
通
商
數
十
年
來
、
歳
と
し
て
虧か

け

ざ
る
無
く
、
業
と
し
て
絀

ち
ゅ
つ［

不
足
］
な
ら
ざ
る
無
き
に
、
工
藝
は

盛
ん
な
ら
ず
し
て
、
妄
り
に
關
を
閉
ざ
さ
ん
と
思
ひ
、
殖
利
［
利

殖
］
は
興
ら
ず
、
坐
し
て
壑た

に

を
填う

ず

む
る
を
待
つ
を
。
本
の
既
に
撥た

ゆ
る
に
、
其
の
枝
を
遑

く
わ
う
じ
ゅ
つ

䘏
［
憂
い
恐
れ
る
］
す
。
一
た
び
溯
り
て

思
ふ
每
に
、
輒
ち
危き

慄り
つ

［
恐
れ
お
の
の
く
］
を
爲
す
。

　

嘗
て
之
を
商
册
［
帳
簿
］
に
稽
う
る
に
、
歷
年
洋
貨
は
日
に
增

し
、
土
貨
の
出
口
も
亦
た
日
に
增
す
も
、
恆
に
洋
貨
の
增
す
所
の

多
き
に
敵
は
ず
。
此
れ
其
の
咎
は
官
吏
其
の
半
に
居
り
て
、
農
工

も
亦
た
其
の
半
に
居
り
。
且
つ
出
入
相
準は

か

れ
ば
、
每
年
絀
な
る
所

の
者
は
、
大お

お

率む
ね

三
千
萬
を
以
て
中
數
［
平
均
値
］
と
爲
す
。
而
る

に
天
津
一
口
の
み
に
し
て
も
、
每
歳
恆
に
一
千
萬
は
絀
た
り
て
、

甚
し
く
は
一
千
三
百
萬
有
奇
︵［
光
緒
］
廿
一
年
の
數
︶
に
至
る
。

是
れ
商
務
の
衰
へ
、
個
の
省
［
直
隸
］
は
其
の
二
に
居
り
て
、
北

省
［
北
方
の
省
］
は
其
の
一
に
居
る
な
り
。
天
津
の
出
口
は
、
煤

斤
・
羊
絨
・
豬ち

ょ

鬃そ
う

［
豚
の
頸
部
や
背
に
生
え
る
剛
毛
］・
馬
尾
・

羊
皮
・
狗
皮
・
草
帽
辮
等
の
貨
を
以
て
大
宗
と
爲
し
て
、
食
用
・

釀
造
・
製
造
・
織
紡
の
品
は
焉
を
聞
く
無
し
。
燕
趙
は
天
府
に
し

て
、
土
脈
は
深
厚
な
る
を
以
て
す
る
も
、
僅
か
に
畜
牧
を
以
て
擅

場
［
ひ
と
り
じ
め
］
と
す
る
は
、
則
ち
地
の
利
を
遺う

し
なう

こ
と
亦
た

衆お
お

し
︵
畜
牧
は
皆
な
塞
外
の
業
な
れ
ば
、
則
ち
内
地
は
固
よ
り
未
だ
嘗

て
土
貨
有
ら
ず
。
況
ん
や
又
た
加
う
る
に
土
貨
の
進
口
數
百
萬
を
以
て
す

れ
ば
、
則
ち
北
人
の
資
財
の
每
歳
洋
貨
に
耗そ

こ

な
わ
る
者
は
六
、
土
貨
に
耗

な
わ
る
者
は
四
、
戔
戔
た
る
出
口
は
、
曾
て
其
の
半
ば
を
收
む
る
能
は
ず

し
て
、
民
は
安
ぞ
貧
な
ら
ざ
る
を
得
ん
や
︶。

　

故
に
鄙
人
嘗
て
特
に
此こ

れ

を
議
し
、
以
爲
く
、
出
口
の
貨
を
振
は

ん
と
欲
れ
ば
、
宜
し
く
首は

じ
めに

北
方
を
重
ん
ず
べ
し
、
と
。
而
し
て

北
方
の
利
源
を
興
す
は
、
尤
も
力
め
て
地
の
利
を
開
く
に
在
り
。

直
隸
は
地
廣
き
も
、
民
は
稠お

お

か
ら
ず
、
然
る
に
大
米
は
蘇
浙
に
仰

ぎ
、
雜
糧
は
關
東
に
仰
ぎ
て
、
土
産
の
黍
麥
は
、
外
に
流
れ
て
幾

い
く
ば
く

も
無
し
、
是
れ
民
の
食
に
足
ら
ざ
る
や
審
か
な
り
。
説
く
者
謂
う

に
、
水
利
未
だ
興
ら
ず
、
故
に
墾こ

ん

闢へ
き

す
る
者
鮮す

く
なし

、
と
。
愚
以
爲

く
、
農
民
の
情
陋
の
習
の
然
ら
し
む
る
に
し
て
、
盡
く
は
水
の
患

う
れ
ひ

と
爲
す
に
非
ざ
る
な
り
。

　

蠶さ
ん

桑そ
う

の
利
、
北
地
も
之
有
り
、
易
州
［
保
定
］、
正
定
［
石
家

莊
］、
深
州
［
衡
水
］、
皆
な
絲
を
産
す
る
の
區
と
號
す
。
深
州
の

産
す
る
所
、
尤
も
細さ

い

靱じ
ん

に
し
て
光
潔
な
り
。
前
歳
、
家
君
攜た

づ
さえ

て

滬
上
の
絲
行
に
至
る
。
品
は
佳
産
爲
り
て
、
若
し
再
び
勻

い
ん
じ
ょ
う淨

［
精
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粗
を
整
え
る
］
を
加
ふ
れ
ば
、
便
ち
湖
絲
の
上
品
に
敵
す
。
然
れ

ど
も
地
は
偏
隅
に
處
り
、
銷
流
［
販
賣
流
通
］
未
だ
廣
か
ら
ず
、

每
歳
大
同
・
新
集
の
諸
區
に
集
い
、
祗
だ
京
賈
の
購
求
に
供
し
、

土
機
［
舊
來
の
機
織
り
機
］
の
羅
絹
を
織
る
の
み
に
し
て
、
故
に

歷
來
未
だ
嘗
て
增
盛
な
ら
ず
。
此
の
間
、
官
府
頗
る
此
の
舉
を
振

興
す
る
者
有
る
も
、
經け

い

畫か
く

［
經
營
計
畫
］
は
宜
を
失
い
、
利
小
な

る
も
速
や
か
な
ら
ん
と
欲
し
、
惟
だ
歳
に
桑そ

う

秧あ
う

［
桑
の
苗
］
若
干

發
き
、
歳
に
蠶さ

ん

繭け
ん

を
若
干
收
む
の
み
と
聞
く
。

　

鄙
意
に
以
爲
く
、
宜
し
く
現
在
の
産
絲
の
區
從
り
著
手
し
、
官

局
を
設
け
以
て
之
を
提
倡
し
、
公
司
を
合
し
て
以
て
共
に
之
を
舉

ぐ
べ
し
。
責
は
紳し

ん

董と
う

［
地
元
の
有
力
者
］
と
成
し
て
、
廣
く
桑そ

う

柘し
ゃ

［
く
わ
］
を
樹
ゑ
し
む
。
博
く
中
西
の
良
法
、
南
北
の
土
宜
を
采

り
、
著
し
て
簡
説
を
爲
し
、
偏
く
布
し
て
曉
喻
せ
ん
。
民
は
既
に

久
し
く
其
の
利
を
食
ら
い
、
今
又
た
之
に
益
す
れ
ば
、
未
だ
爭
い

て
赴
く
者
あ
ら
ず
。
此
れ
開
源
の
策
な
り
。

　

官
に
由
り
行こ

う

棧さ
ん

［
出
店
］
を
設
け
、
代
り
て
收
買
［
購
入
］
を

爲
し
、
稍や

や
其
の
値
を
增
し
以
て
之
を
鼓
し
、
轉
運
し
て
洋
に
出

だ
し
、
其
の
稅
を
免
ぜ
ん
こ
と
を
奏
し
以
て
之
を
暢
す
れ
ば
、
即

ち
小や

や
折せ

つ

閲え
つ

［
減
価
］
有
る
も
、
亦
た
沮し

ょ

［
障
碍
］
と
は
爲
ら

ず
。
此
の
如
く
し
て
之
を
行
へ
ば
、
二
十
萬
金
を
得
、
已
に
し
て

集
事
［
成
功
］
す
可
し
。
即た

使と

ひ
數
年
の
間
に
、
資
本
折
閲
し
て

已
に
盡
く
る
も
、
民
間
に
養
蠶
す
る
者
必
ず
多
く
、
絲
市
は
必
ず

之
に
因
り
て
日
に
盛
ん
に
、
商
賈
は
必
ず
之
に
因
り
て
日
に
集

う
。
是
れ
二
十
萬
金
を
棄
て
て
、
北
方
の
無
疆
の
厚
利
を
開
く
な

り
。
況
ん
や
經
理
の
宜
し
き
を
得
れ
ば
、
又
た
萬
萬
虧く

ゐ

盡じ
ん

［
缺

損
］
す
る
に
至
ら
ざ
ら
ん
や
。
此
れ
暢
流
の
策
な
り
。
若
し
能
く

擴
げ
て
之
を
行
へ
ば
、
將
來
の
出
口
、
一
大
宗
を
增
す
も
可
な
ら

ん
、
漏ろ

う

巵し

［
利
權
が
外
に
漏
れ
る
］
に
抵あ

た

り
て
も
土
産
に
富
め

ば
、
利
は
孰
れ
か
此
よ
り
大
な
る
者
有
ら
ん
。

　

又
た
此
の
間
、
安
州
［
保
定
安
新
］
白は

く

洋よ
う

淀て
ん

の
中
、
新
た
な
る

淤お

地ち

一
區
有
り
、
周
十
數
里
、
民
間
往
往
に
し
て
占
墾
す
る
に
、

官
吏
は
爭
端
を
啓
く
を
恐
れ
、
遂
に
禁
を
設
く
。
然
れ
ど
も
民
の

占
す
る
こ
と
已
に
舊
く
、
又
た
其
の
腴ゆ

を
戀
う
れ
ば
、
乃
ち
畝ほ

に

四
千
を
納
め
し
め
、
民
の
往
き
て
耕
や
す
を
聽ゆ

る

す
。
人
の
其
の
墾

を
以
て
私

わ
た
く
しす

る
や
、
常
に
之
を
勒ろ

く

抑よ
く

せ
ん
。
將
來
若
し
此
の
區
を

得
て
、
以
て
北
方
農
會
の
公
産
と
爲
さ
ば
、
必
ず
や
無
限
の
利
源

を
開
く
可
し
。
但
だ
本
地
の
人
士
の
、
鋭
志
も
て
此
を
事
と
す
る

を
須
ち
て
、
乃
ち
倡
議
す
可
き
の
み
。

　
﹃
報
﹄
中
に
譯
す
る
所
の
山
東
の
洋
棉
花
を
種
う
る
の
法
は
極

め
て
佳
な
り
、然
れ
ど
も
尚
ほ
見
し
所
の
美
の
開
贐
士
廠
［
不
明
、
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傅
增
湘
の
﹁
論
北
方
農
事
書
﹂
に
つ
い
て
︵
稻
畑
︶

企
業
名
か
］
の
種
法
の
詳
ら
か
爲
る
に
及
ば
ざ
る
に
似
た
り
。
昔

年
、
津
に
在
り
、
美
國
の
棉
種
を
覓も

と

む
る
を
得
て
、
蜀
に
寄
せ
て

試
み
に
種
う
る
に
、
結
は
桃
大
に
し
て
緊
な
る
も
、
惟
だ
彈
法
を

知
ら
ず
し
て
、
以
て
廢
棄
す
る
を
致
す
。
次
歳
再
び
種
う
れ
ば
、

則
ち
變
じ
て
常
棉
と
同
じ
。
今
仲
教
士︵

４
︶言

ふ
、
數
年
に
し
て
始
め

て
變
ず
る
は
、
當
に
是
れ
土
宜
の
異
な
る
べ
き
な
り
、
と
。

　

農
會
の
﹁
章
程
﹂
に
宜
し
く
參
ず
べ
き
者
二
有
り
。
一
は
人
を

遣
り
て
游
學
せ
し
む
こ
と
な
り
。
會
中
の
諸
人
、
四
方
よ
り
咸み

な

集
ま
る
。
吾
が
國
の
物
産
・
土
宜
、
集
議
し
て
之
を
得
可
し
。
若

し
泰
西
の
農
學
、
徒
ら
に
書
報
を
譯
す
る
は
、
恐
く
其
の
奧お

う

窔え
う

を

得
る
は
難
か
ら
ん
。
宜
し
く
公
積
［
會
の
積
立
金
］
の
充
裕
の
時

を
俟ま

ち
、
會
中
の
年
強
志
壯
な
る
者
數
人
を
舉
げ
、
之
を
資た

す

け
洋

に
出
だ
し
、
各
國
の
學
堂
に
至
り
、
專
ら
農
學
を
肄な

ら

い
、
學
成
り

て
歸
ら
ば
、
會
中
に
主
教
せ
し
め
ん
。

　

一
は
院
を
設
け
器
を
儲た

く
はふ

な
り
。
第
八
條
に
言
ふ
、
器
を
買
い

試
驗
し
て
仿な

ら

ひ
造
る
、
と
。
籌
す
る
所
は
極
め
て
要
な
り
、
然
れ

ど
も
第た

だ
西
器
を
主
と
し
て
言
ふ
の
み
。
愚
以
爲
く
中
國
の
農

器
、
頗
る
善
き
者
有
り
。
大
要
は
南
は
良
き
も
北
は
楛あ

し
。
水

車
・
風
車
等
、
頗
る
西
制
に
類
す
る
者
有
り
。
宜
し
く
一
大
院
を

設
け
、
廣
く
購こ

う

儲ち
ょ

を
爲
し
、
其
の
精
な
る
者
を
采
り
、
圖
を
繪ゑ

が

き

報
に
登
す
べ
き
に
似
た
り
。

三
、「
論
北
方
農
事
書
」
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察

　

傅
増
湘
は
同
治
十
一
年
︵
一
八
七
二
年
︶
の
生
ま
れ
で
あ
る
の
で
、

こ
の
提
言
を
發
表
し
た
光
緒
二
十
三
年
︵
一
八
九
七
年
︶
は
二
十
六

歳
で
あ
る
。
傅
増
湘
の
公
開
さ
れ
た
文
章
と
し
て
は
最
も
早
い
時
期

に
屬
す
る
も
の
で
あ
る
。
當
時
、
傅
増
湘
は
す
で
に
舉
人
で
は
あ
っ

た
が︵

５
︶、

ま
だ
進
士
に
は
及
第
し
て
お
ら
ず
、
桐
城
派
の
呉
汝
綸
︵
摯

甫
︶
が
主
宰
し
、
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
た
保
定
の
蓮
池
書
院
で
學

ん
だ
あ
と
、
呉
汝
綸
の
推
薦
を
得
て
、
保
定
の
南
の
清
苑
縣
の
縣
令

で
あ
っ
た
勞
乃
宣
︵
玉
初
︶

︵
６
︶

の
幕
下
に
入
り
、
そ
の
幕
僚
を
務
め
て

い
た
。
傅
増
湘
の
﹁
藏
園
居
士
六
十
自
述
﹂
に
は
﹁
之
を
久
し
く

し
て
、
先
生
︵
呉
汝
綸
︶
余
を
薦す

す

め
て
勞
公
玉
初
の
幕
に
入
ら
し
む
。

勞
公
は
純
儒
を
以
て
吏
と
爲
り
、
相
ひ
依
る
こ
と
六
年
、
啓け

い

迪て
い

に
資

す
る
こ
と
多
し
﹂

︵
７
︶

と
記
す
。

　

傅
増
湘
は
、
こ
の
時
、
縣
令
勞
玉
初
の
幕
僚
と
し
て
具
體
的
に
ど

の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
た
の
か
。
後
年
、
こ
の
時
期
の
仕
事
を
回

顧
し
て
、
傅
増
湘
は
﹃
時
務
報
﹄
を
創
刊
し
た
汪
康
年
︵
穰
卿
︶

︵
８
︶

の

弟
の
汪
詒
年
︵
頌
榖
︶
に
寄
せ
た
書
翰
に
次
の
よ
う
に
い
う
。
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頌
榖
先
生
年
大
人
左
右
：

　

月
前
、
手
書
、
并
び
に
賢
昆
穰
卿
同
年
の
﹃
遺
著
﹄
及
び
﹃
傳

記
﹄
二
册
を
奉
じ
披
誦
す
る
こ
と
一
過
、
感
佩
既つ

き
る
こ
と
無

し
。
憶
ふ
に
光
緒
丙
申
﹃
時
務
報
﹄
創
刊
の
時
、
弟
適た

ま

た
ま
勞
玉

初
の
幕
中
に
居
り
、
勞
公
時
に
保
定
の
清
苑
縣
の
令
た
り
。
弟
此

の
報
を
讀
む
を
獲
て
、
欣
慰
特
に
甚
し
。
因
り
て
勞
公
と
語
り
、

首
縣
︵
縣
政
府
の
所
在
地
︶
の
力
を
以
て
、
函
を
全
省
の
各
州
縣
に

馳
せ
、
此
の
報
を
訂
閱
せ
ん
こ
と
を
勸
め
、
推
銷
し
て
六
、
七
百

分
に
至
る
。
因
り
て
穰
公
と
函
を
通
じ
、
深
く
景
慕
を
致
す
。
此

れ
訂
交
の
始
め
な
り
。
戊
戌
以
後
に
至
り
、
道
し
て
上
海
に
出

で
、
乃
ち
把
晤
す
る
を
得
た
り
。
⋮
⋮
五
月
廿
二
日︵

９
︶。

　

こ
の
書
翰
は
、
宣
統
三
年
︵
一
九
一
一
年
︶
に
亡
く
な
っ
た
汪
康

年
の
﹃
汪
穰
卿
遺
著
﹄
八
卷
と
﹃
汪
穰
卿
先
生
傳
記
﹄
五
卷
が
刊
行

さ
れ
、
そ
れ
を
弟
の
汪
詒
年
か
ら
贈
ら
れ
た
返
禮
と
し
て
書
か
れ
て

お
り
、
末
尾
の
﹁
五
月
廿
二
日
﹂
は
兩
書
が
自
印
刊
行
さ
れ
た
一
九

二
〇
年
︵
民
國
九
年
︶
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。﹃
時
務
報
﹄
の
創
刊

時
︵
光
緒
二
十
二
年
［
一
八
九
六
］
七
月
︶
か
ら
は
二
十
餘
年
を
經
て

い
る
。
文
中
で
は
、
か
つ
て
﹃
時
務
報
﹄
創
刊
と
と
も
に
手
に
取
っ

て
讀
ん
だ
時
の
感
激
と
そ
れ
を
全
省
に
定
期
購
讀
さ
せ
た
こ
と
な
ど

を
思
い
起
こ
し
て
語
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
端
無
く
も
勞

乃
宣
の
幕
下
に
あ
っ
た
時
の
仕
事
の
一
端
が
窺
え
る
。

　

汪
康
年
は
﹃
時
務
報
﹄
を
創
刊
︵
光
緒
二
十
二
年
七
月
︶
し
た
こ
と

で
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
に
も
﹃
中
外
日
報
﹄﹃
京
報
﹄

な
ど
、
生
涯
を
通
し
て
多
く
の
雜
誌
の
創
刊
に
關
わ
っ
た
出
版
人
で

あ
り
、
務
農
會
︵
農
學
會
︶
の
﹃
農
學
報
﹄
の
創
刊
︵
光
緒
二
十
三
年

五
月
︶
に
も
深
く
關
與
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
羅
振
玉
、
蔣
黼
ら
が

務
農
會
を
提
唱
し
た
時
、
ま
ず
援
助
を
求
め
た
の
が
、
す
で
に
﹃
時

務
報
﹄
を
始
め
て
い
た
汪
康
年
で
あ
っ
た︵

　
︶
10

。
汪
康
年
に
は
期
刊
雜

誌
を
出
版
し
運
營
し
て
い
く
經
驗
が
あ
り
、
販
賣
方
法
も
熟
知
し
て

い
た
。
實
際
に
﹃
時
務
報
﹄
と
﹃
農
學
報
﹄
を
見
比
べ
る
と
、
石

印
の
版
面
も
編
集
の
方
法
も
極
め
て
よ
く
似
通
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　

こ
の
書
翰
の
文
面
に
よ
れ
ば
、
そ
の
當
時
、
傅
増
湘
は
汪
康
年

と
は
面
識
は
な
く
、
書
翰
を
通
し
て
の
交
流
で
は
あ
っ
た
が
、
こ

こ
に
言
及
さ
れ
る
﹃
時
務
報
﹄
だ
け
で
は
な
く
、
當
然
﹃
農
學
報
﹄

創
刊
の
こ
と
も
熟
知
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。﹃
時
務
報
﹄
は
光
緒

二
十
二
年
︵
一
八
九
六
年
︶
十
一
月
一
日
の
第
十
三
册
に
、﹃
農
學
報
﹄

の
刊
行
母
體
と
な
る
務
農
會
の
設
立
と
寄
付
金
を
募
る
﹁
公
啓
﹂
を

掲
載
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
取
り
計
ら
っ
た
の
は
汪
康
年
で
あ



55

傅
增
湘
の
﹁
論
北
方
農
事
書
﹂
に
つ
い
て
︵
稻
畑
︶

る︵
　
︶
11

。﹃
時
務
報
﹄
の
創
刊
を
喜
ん
だ
傅
増
湘
が
﹃
農
學
報
﹄
知
ら
な

い
は
ず
は
な
か
っ
た
。
從
っ
て
、
傅
増
湘
が
創
刊
さ
れ
て
間
も
な
い

時
期
に
こ
れ
に
文
章
を
寄
稿
し
た
の
も
む
し
ろ
當
然
の
こ
と
で
で

あ
っ
た
さ
え
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
汪
康
年
か
ら
書
面
を
通
し

て
執
筆
を
求
め
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

傅
増
湘
の
こ
の
文
は
中
國
北
方
の
農
業
を
い
か
に
し
て
振
興
さ
せ

る
か
を
論
じ
た
も
の
で
、
ま
ず
外
國
産
品
の
輸
入
に
よ
る
農
業
不
振

の
現
状
を
述
べ
、
次
い
で
土
地
の
開
拓
と
官
民
協
力
し
て
の
養
蠶
業

の
推
進
や
綿
花
の
増
産
な
ど
の
﹁
開
源
の
策
﹂
と
﹁
暢
流
の
策
﹂
を

提
言
す
る
。
そ
し
て
、
末
尾
に
は
外
國
の
農
業
技
術
の
移
入
に
は
單

に
外
國
の
農
業
知
識
を
翻
譯
し
て
知
ら
せ
る
だ
け
で
な
く
、
有
爲
な

若
者
を
外
國
に
留
學
さ
せ
て
實
地
に
學
ば
せ
る
こ
と
、
更
に
は
し
か

る
べ
き
場
所
を
設
け
て
農
具
を
集
積
し
、
そ
の
改
良
を
圖
る
こ
と
な

ど
を
提
言
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
は
、
前
稿
で
取
り
上
げ
た
陳
恢
吾

の
﹃
農
學
纂
要
﹄
に
寄
せ
た
﹁
敍
﹂
の
内
容
と
一
脈
相
通
ず
る
も
の

が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
先
立
つ
こ
と
四
年
、
若
干
若
書
き
の
氣

配
が
あ
り
、
提
言
も
ま
だ
未
熟
な
と
こ
ろ
が
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た

末
尾
な
ど
は
未
完
の
ま
ま
に
終
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
さ
え
感
じ
ら
れ

る
。
こ
の
間
に
傅
増
湘
は
光
緒
二
十
四
年
戊
戌
︵
一
八
九
八
年
︶
の

殿
試
で
進
士
に
及
第
し
て
翰
林
院
編
修
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
の

後
に
汪
康
年
と
も
﹁
道
し
て
上
海
に
出
で
、
乃
ち
把
晤
す
る
﹂
機
會

を
得
て︵

　
︶
12

、
社
會
の
状
況
に
對
す
る
理
解
も
よ
り
深
ま
っ
た
よ
う
で
、

﹃
農
學
纂
要
﹄
の
﹁
敍
﹂
で
は
自
信
と
責
任
を
持
っ
て
農
業
の
振
興

を
主
張
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
兩
者
を
讀
み
較
べ
る
と
、
舉

人
と
進
士
と
で
は
こ
れ
ほ
ど
も
見
え
る
世
界
が
違
う
の
か
と
い
う
讀

後
感
も
あ
る
。

　

若
き
日
の
傅
増
湘
は
、
な
ぜ
こ
う
し
た
社
會
問
題
に
關
心
を
持
っ

て
い
た
の
か
。
後
年
、
現
實
の
社
會
の
動
き
と
は
距
離
を
お
い
て
、

ひ
た
す
ら
古
典
籍
の
世
界
に
沈
潛
し
、
あ
る
い
は
遊
山
す
る
こ
と
で

心
を
癒
や
す
か
の
よ
う
に
見
え
る
傅
増
湘
の
姿
だ
け
を
以
て
傅
増
湘

を
認
識
す
る
人
か
ら
す
る
と
、
あ
る
種
の
驚
き
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
當
時
は
國
の
棟
梁
た
ら
ん
と
し
て
科
舉
の
及
第
を
目

指
し
て
い
た
若
者
で
あ
り
、
國
家
の
行
く
末
に
も
強
い
關
心
を
持
っ

て
い
た
こ
と
は
む
し
ろ
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
傅
増
湘
が
學
ん
だ
蓮
池
書
院
［
圖
５
］
で
の
呉
汝
綸
の

教
育
は
、
傅
増
湘
の
言
葉
を
も
っ
て
す
る
と
、﹁
致
用
を
以
て
主
と

す
﹂
る
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
﹁
國
家
離
亂
の
機
﹂﹁
中
外
の
政
教

の
要
﹂﹁
窮
變
通
久
の
宜
﹂
の
三
者
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と

い
う
の
で
、
か
な
り
實
用
的
な
學
問
を
志
向
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
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る
。﹁
會た

ま

た
ま
外
患
方
に
亟す

み
や

か
に
し
て
、
國
是
紛
紜
た
り
。
先
生
の

勤
勤
と
し
て
詔
誨
す
る
所
以
は
、
世
故
に
通
知
し
、
時
に
乘
じ
て
自

ら
效い

た

さ
し
め
ん
こ
と
を
欲
し
、
徒
ら
に
文
士
を
以
て
相
ひ
期
す
る
に

匪
ざ
る
な
り
﹂
で
あ
っ
た
と
も
い
う︵

　
︶
13

。

　

蓮
池
書
院
の
當
時
の
こ
う
し
た
學
風
の
中
で
學
び
、
そ
の
優
等
生

で
あ
っ
た
傅
増
湘
が
﹁
國
家
離
亂
の
機
﹂
に
あ
た
っ
て
、
い
か
に
し

て
こ
れ
を
建
て
な
お
す
べ
き
か
を
考
え
た
の
も
當
然
の
こ
と
で
、
そ

の
方
途
が
外
國
と
の
通
商
の
不
均
衡
を
農
業
改
革
を
通
し
て
是
正
せ

ん
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

こ
の
文
章
を
掲
載
し
た
﹃
農
學
報
﹄
と
そ
れ
を
出
版
し
た
上
海
農

學
會
︵
務
農
會
︶
に
は
、
先
に
言
及
し
た
羅
振
玉
︵
一
八
六
六
年
生
︶、

蔣
黼
︵
一
八
六
六
年
生
︶
ら
の
ほ
か
、
梁
啓
超
︵
一
八
七
三
年
生
︶、
譚

嗣
同
︵
一
八
六
五
年
生
︶
な
ど
も
當
初
の
會
員
と
し
て
名
を
連
ね
て

い
る︵

　
︶
14

。
主
要
メ
ン
バ
ー
の
多
く
は
二
十
代
後
半
か
ら
三
十
代
で
あ

り
、
彼
ら
は
、
そ
の
後
、
決
し
て
同
じ
道
を
歩
ん
だ
の
で
は
な
い

が
、
清
末
の
こ
の
時
期
、
若
者
の
多
く
が
農
業
の
振
興
を
謀
る
こ
と

で
社
會
を
何
と
か
し
て
建
て
な
お
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
う
し
た
一
群
の
人
び
と
の
中
に
若
き
日
の

傅
増
湘
も
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
﹃
農
學
報
﹄
の
文
章

は
、
そ
う
し
た
意
味
で
傅
増
湘
の
生
涯
を
考
え
る
上
で
も
看
過
し
得

圖
５　

保
定
の
蓮
池
書
院
の
大
門
の
扁
額
（
筆
者
撮
影
）
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傅
增
湘
の
﹁
論
北
方
農
事
書
﹂
に
つ
い
て
︵
稻
畑
︶

な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
取
り
上
げ
て
、
小
文
を
草
し
た
所
以

で
あ
る
。

注︵
１ 

︶ 

傅
增
湘
の
古
典
籍
關
連
の
主
著
と
し
て
は
、﹃
藏
園
群
書
題
記
﹄﹃
藏

園
群
書
經
眼
錄
﹄﹃
張
元
濟
傅
增
湘
論
書
尺
牘
﹄﹃
藏
園
訂
補
郘
亭
知
見

傳
本
書
目
﹄﹃
藏
園
羣
書
校
勘
跋
識
錄
﹄
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
他
に
も
、

名
山
古
蹟
を
訪
ね
た
游
記
を
集
め
た
﹃
藏
園
游
記
﹄
や
晩
年
に
な
っ
て

往
時
の
詩
の
一
部
を
自
書
し
た
﹃
藏
園
老
人
遺
墨
﹄
な
ど
が
あ
る
。
い

ず
れ
も
生
前
に
發
表
さ
れ
た
も
の
に
基
づ
き
、
傅
熹
年
の
整
理
を
經
て

刊
行
さ
れ
て
い
る
。﹃
校
勘
跋
識
錄
﹄
は
、
王
菡
整
理
。

︵
２ 

︶ 

蔣
黼
、
字
は
伯
斧
、
名
は
一
に
黻
に
作
る
。
蘇
州
呉
縣
の
人
。
羅
振
玉

と
と
も
に
農
學
會
を
始
め
た
だ
け
で
な
く
、
日
本
と
の
關
連
も
深
く
、
上

海
で
開
設
し
た
日
本
語
教
育
機
關
の
東
文
學
社
か
ら
は
王
國
維
・
樊
炳

清
・
沈
紘
ら
の
學
者
・
編
集
者
・
翻
譯
家
が
育
っ
た
。
自
身
も
光
緒
二
十

九
年
︵
一
九
〇
三
年
、
明
治
三
十
六
年
︶、
大
阪
で
開
か
れ
た
第
五
回
内
國

勸
業
博
覽
會
の
視
察
を
兼
ね
て
來
日
し
、
二
か
月
ほ
ど
日
本
各
地
を
見
て

歩
き
、
實
業
や
教
育
制
度
な
ど
、
樣
々
な
面
で
の
當
時
の
日
本
の
先
進
性

に
目
を
見
張
り
、
そ
れ
を
﹃
浮
海
日
記
﹄
に
克
明
に
記
し
て
い
る
。
日
本

で
は
、
嘉
納
治
五
郎
、
竹
添
井
井
、
内
藤
湖
南
な
ど
と
面
談
し
、
と
く
に

當
時
大
阪
朝
日
新
聞
の
主
筆
で
あ
っ
た
湖
南
と
は
そ
の
後
に
も
交
流
を
重

ね
て
い
る
。
内
藤
湖
南
に
﹁
次
蔣
伯
斧
韻
﹂
の
七
言
絶
句
が
あ
る
︵﹃
内
藤

湖
南
全
集
﹄
卷
十
四
所
收
︶。
注
︵
10
︶
所
引
論
文
、
竝
び
に
王
德
毅
﹃
王

國
維
年
譜
﹄︵
中
國
學
術
著
作
奬
助
委
員
會
、
一
九
六
七
年
六
月
、
臺
北
︶、

王
亮
﹁
中
日
文
化
的
交
光
互
影
︱
︱
蔣
黼
日
記
與
日
本
大
阪
内
國
博
覽
會
﹂

︵﹃
中
國
教
育
報
﹄
二
〇
一
〇
年
八
月
十
五
日
、
中
國
教
育
報
刊
社
︶
參
照
。

︵
３ 

︶ ﹁
潤
沅
﹂
の
號
は
、
後
年
、
あ
ま
り
見
る
こ
と
が
な
い
。
こ
の
文
の
冒

頭
に
は
﹁
湘
嘗
痛
憤
﹂
云
々
と
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、﹁
論
北
方
農
事
書
﹂

の
標
題
に
編
集
部
が
著
者
名
と
し
て
﹁
傅
潤
沅
﹂
の
號
を
冠
し
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

︵
４ 

︶  

仲
均
安
は
、
英
語
名Rev. A

. G
. Jones

、
英
國
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
教
會
の

宣
教
師
。
清
末
に
山
東
の
濟
南
、
青
州
な
ど
の
地
で
布
教
活
動
に
務
め

た
。
著
書
に
﹃
字
學
新
法
﹄︵
上
海
廣
學
會
校
刊
、
上
海
商
務
印
書
館
代

印
、
一
九
〇
三
年
︶﹃
祀
生
探
原
﹄︵
上
海
廣
學
會
、
一
九
〇
三
年
︶、
譯

書
に
﹃
山
東
貧
窶
考
﹄︵
同
前
︶
な
ど
が
あ
る
。
王
樹
槐
﹃
外
人
與
戊
戌

變
法
﹄︵﹁
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
專
刊
﹂
一
二
、
一
九
八
〇
年
︶、
王

淼
﹁
傳
教
師
與
地
方
經
濟
︱
︱
仲
均
安
在
山
東
活
動
述
論
︵
一
八
七
六
︱

一
九
〇
五
︶﹂︵﹃
韓
山
師
範
學
院
學
報
﹄
第
三
十
一
卷
第
二
期
、
二
〇
一

〇
年
四
月
︶
な
ど
參
照
。

︵
５ 

︶ 

傅
増
湘
が
順
天
郷
試
に
參
加
し
て
合
格
し
た
の
は
、
光
緒
十
四
年
︵
一

八
八
八
年
、
戊
子
︶。
傅
増
湘
﹁
藏
園
居
士
六
十
自
述
﹂︵
自
印
︶。

︵
６ 

︶ 

勞
玉
初
︵
一
八
四
三
年
︱
一
九
二
一
年
︶
は
、
名
は
乃
宣
、
玉
初
は
號
。

浙
江
桐
郷
の
人
。
同
治
十
年
︵
一
八
七
一
年
︶
の
進
士
。
提
學
使
や
各
地

の
知
縣
を
經
た
後
、
京
師
大
學
堂
總
監
督
、
學
部
副
大
臣
な
ど
を
歷
任

し
た
。
義
和
團
の
鎭
壓
に
當
た
る
な
ど
終
生
清
朝
を
尊
崇
し
、
專
制
君
主

制
を
主
張
し
て
張
勳
復
辟
に
も
加
擔
し
た
。
著
に
﹃
桐
郷
勞
先
生
遺
稿
﹄

が
あ
り
、
そ
こ
に
自
編
の
﹃
韌
叟
自
訂
年
譜
︵
韌
盦
老
人
自
訂
年
譜
︶﹄

が
附
さ
れ
て
い
る
。
近
年
の
研
究
に
張
立
勝
﹃
縣
令
、
幕
僚
、
學
者
、
遺
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老
︱
︱
多
維
視
角
下
的
勞
乃
宣
研
究
﹄︵
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
八

月
︶
が
あ
る
。
ま
た
、
張
立
勝
﹁
九
〇
年
來
的
勞
乃
宣
研
究
﹂︵﹃
金
陵
法

律
評
論
﹄
二
〇
一
一
年
秋
期
卷
、
南
京
師
範
大
學
法
學
院
︶
參
照
。

︵
７ 

︶ 
汪
康
年
︵
一
八
六
〇
︱
一
九
一
一
︶
字
は
穰
卿
。
浙
江
錢
塘
の
人
。
光

緒
二
十
年
︵
一
八
九
四
︶
の
進
士
。
梁
啓
超
・
黄
遵
憲
ら
と
﹃
時
務
報
﹄

の
創
刊
に
關
わ
り
、
經
營
を
擔
當
し
た
が
、
の
ち
意
見
の
對
立
か
ら
一
人

で
實
質
的
な
責
任
者
と
し
て
編
集
出
版
を
取
り
仕
切
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
一
八
九
七
年
に
は
﹃
農
學
報
﹄
の
創
刊
に
參
劃
し
、
翌
年
に
は
上
海
に

日
本
語
學
校
東
文
學
社
を
設
立
。
こ
の
間
に
古
城
貞
吉
、
藤
田
豐
八
ら
と

親
交
を
結
ぶ
。
そ
の
後
、
時
の
政
權
か
ら
の
干
渉
が
あ
る
ご
と
に
、﹃
昌

言
報
﹄﹃
中
外
日
報
﹄
を
創
刊
す
る
な
ど
、
生
涯
新
聞
雜
誌
の
發
行
人

と
し
て
活
躍
し
た
。
そ
の
間
の
數
多
く
の
書
簡
は
﹃
汪
康
年
師
友
書
札
﹄

︵
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
年
二
月
︶
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。

注
︵
10
︶
參
照
。
そ
の
傳
は
﹃
汪
穰
卿
先
生
傳
記
遺
文
﹄︵［
近
代
中
國
史

料
叢
刊
。
第
一
輯
］
文
海
出
版
社
、
一
九
六
六
年
十
月
影
印
︶
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
更
に
手
を
加
え
ら
れ
て
﹃
汪
康
年
文
集
﹄︵
汪
林
茂
編
校
、
浙

江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
七
月
︶
に
收
録
さ
れ
て
い
る
。

︵
８ 

︶ 

傅
増
湘
﹁
藏
園
居
士
六
十
自
述
﹂︵
自
印
︶
に
﹁
久
之
，
先
生
薦
余
入

勞
公
玉
初
幕
。
勞
公
以
純
儒
爲
吏
，
相
依
六
年
，
多
資
啓
迪
﹂
と
あ
る
。

︵
９ 

︶ ﹁
頌
榖
先
生
年
大
人
左
右
：
月
前
奉
手
書
，
并
賢
昆
穰
卿
同
年
遺
著
及

傳
記
二
册
，
披
誦
一
過
，
感
佩
無
既
。
憶
光
緒
丙
申
︽
時
務
報
︾
創
刊

時
，
弟
適
居
勞
玉
初
幕
中
，
勞
公
時
保
定
清
苑
縣
令
。
弟
獲
讀
此
報
，

欣
慰
特
甚
，
因
與
勞
公
，
以
首
縣
之
力
，
馳
函
全
省
各
州
縣
，
勸
訂
閱

此
報
，
推
銷
至
六
、
七
百
分
，
因
與
穰
公
通
函
，
深
致
景
慕
，
此
訂
交

之
始
也
。
至
戊
戌
以
後
，
道
出
上
海
，
乃
得
把
晤
。
⋮
⋮
五
月
廿
二
日
﹂

︵﹃
汪
康
年
師
友
書
札
﹄、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
年
二
月
︶。

︵
10 

︶ ﹃
時
務
報
﹄
と
﹃
農
學
報
﹄
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
李
尹
蔕
﹁
務
農

會
與
︽
時
務
報
︾
館
﹂︵﹃
江
蘇
社
會
科
學
﹄
二
〇
一
四
年
第
三
期
、
江

蘇
省
哲
學
社
會
科
學
界
聯
合
會
︶、
ま
た
章
楷
﹁
務
農
會
、︽
農
學
報
︾、

︽
農
學
叢
書
︾
及
羅
振
玉
﹂︵﹃
中
國
農
史
﹄
一
九
八
五
年
第
一
期
、
中
國

農
業
科
學
院
・
南
京
農
業
大
學
中
國
農
業
遺
産
研
究
室
︶、
錢
鷗
﹁
羅
振

玉
・
王
國
維
と
明
治
日
本
學
會
と
の
出
會
い
：﹁
農
學
報
﹂・
東
文
學
社

時
代
を
め
ぐ
っ
て
﹂︵﹃
中
國
文
學
報
﹄
第
五
十
五
集
、
京
都
大
學
中
國

文
學
會
、
一
九
九
七
年
︶、
衣
保
中
・
郭
欣
旺
﹁
藤
田
豐
八
與
清
末
中
國

西
方
農
學
引
進
﹂︵﹃
東
北
亞
論
壇
﹄
二
〇
〇
四
年
第
三
期
、
吉
林
大
學
︶、

李
慶
﹁
王
國
維
的
一
封
信
︱
︱
兼
談
王
國
維
和
藤
田
豐
八
關
係
中
的
幾

個
問
題
﹂︵﹃
中
國
典
籍
與
文
化
﹄
二
〇
一
〇
年
第
四
期
、
全
國
高
桐
院

校
古
籍
整
理
研
究
工
作
委
員
會
︶
な
ど
參
照
。

︵
11 

︶ ﹃
時
務
報
﹄
第
十
三
册
︵
光
緒
二
十
二
年
十
一
月
一
日
︶
の
﹁
務
農
會

公
啓
﹂
は
、﹁
上
虞
羅
振
玉
、
會
稽
徐
樹
蘭
、
如
皐
朱
祖
榮
、
吳
縣
蔣
黼
﹂

の
四
人
の
連
名
で
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
末
尾
に
、
汪
康
年
は
務
農
會

の
創
設
に
つ
い
て
述
べ
、﹁
斯
實
今
日
切
要
之
擧
，
特
將
公
啓
坿
印
報
末
，

以
竢
同
志
。
康
年
謹
誌
﹂
と
推
薦
の
辭
を
記
す
。

︵
12 

︶ 

こ
の
間
の
經
緯
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
﹁
傅
増
湘
の
稀
見
序
文
二
篇
探

微
︱
︱
藏
園
文
存
之
一
﹂︵﹃
中
國
文
學
研
究
﹄
第
四
十
期
、
早
稻
田
大

學
中
國
文
學
會
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
︶
參
照
。

︵
13 

︶  
傅
増
湘
﹁
藏
園
居
士
六
十
自
述
﹂︵
自
印
︶
に
﹁
辛
卯
隨
侍
居
保
定

時
，
呉
摯
甫
先
生
主
講
蓮
池
書
院
，
從
游
者
多
一
時
隽
。
余
進
而
問
業
。
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傅
增
湘
の
﹁
論
北
方
農
事
書
﹂
に
つ
い
て
︵
稻
畑
︶

因
以
粗
識
讀
書
之
道
爲
文
之
法
。
先
生
教
人
以
致
用
爲
主
，
宴
坐
侍
譚
，

盱
衡
古
今
，
於
國
家
離
亂
之
機
，
中
外
政
教
之
要
，
與
夫
窮
變
久
之
宜

三
致
意
焉
。
會
外
患
方
亟
，
國
是
紛
紜
。
先
生
所
以
勤
勤
詔
誨
者
，
欲

侍
通
知
世
故
，
乘
時
自
效
，
匪
徒
以
文
士
相
期
也
﹂
と
あ
る
。
蓮
池
書

院
に
お
け
る
呉
汝
綸
に
つ
い
て
は
、
汪
效
駟
﹁
呉
汝
綸
與
蓮
池
書
院
﹂

︵﹃
安
慶
師
範
學
院
學
報
︵
社
會
科
學
版
︶﹄
第
二
十
三
卷
第
三
期
、
二
〇

〇
四
年
五
月
︶、
蘇
國
安
・
呉
洪
成
﹁
呉
汝
綸
在
保
定
蓮
池
書
院
的
事
業

與
思
想
探
析
﹂︵﹃
河
北
師
範
大
學
學
報
︵
哲
學
社
會
科
學
版
︶﹄
第
三
十

三
卷
第
一
期
、
二
〇
一
〇
年
一
月
︶
な
ど
參
照
。

︵
14 
︶ 

參
加
メ
ン
バ
ー
は
、
注
︵
10
︶
李
尹
蔕
論
文
參
照
。

　

＊　
　

＊

作
　
者
：
稻
畑
畊
一
郞

Author

：IN
A

H
ATA

 Koichiro

標
　
題
：
關
於
傅
增
湘
的
︽
論
北
方
農
事
書
︾ 

︱
︱ 

藏
園
文
存
之
二

T
itle

：Fu Zengxiang 

傅
增
湘
’s Essay 

‘Lun bei fang nong shi 
shu

’ ﹁
論
北
方
農
事
書
﹂

摘
　
要
：
中
國
在
近
代
社
會
的
轉
變
過
程
中
，
曾
經
具
有
重
要
價
值

的
古
典
文
化
，
不
僅
被
視
作
舊
時
代
的
殘
餘
而
遭
鄙
棄
，
甚
至
一

度
成
為
公
然
批
判
的
對
象
。
五
四
運
動
前
後
是
古
典
文
化
遭
受
批

判
的
高
峰
時
期
，
儘
管
這
些
批
判
並
非
全
然
沒
有
道
理
。
傅
增
湘

在
此
時
代
背
景
之
下
，
以
＂
書
潛
＂
為
別
號
，
收
集
為
數
衆
多
的

傳
世
善
本
古
籍
，
並
通
過
孜
孜
不
倦
的
校
勘
作
業
，
釐
清
版
本
源

流
，
留
下
了
龐
大
的
校
勘
成
果
，
堪
稱
一
位
建
立
後
世
中
國
古
典

學
研
究
基
礎
的
學
者
。

　
　
　

關
於
傅
增
湘
在
古
典
文
獻
方
面
的
研
究
成
就
，
大
半
已
經
由

其
嫡
孫
傅
熹
年
整
理
，
並
彙
編
出
版
，
頗
令
學
人
受
益
。
但
是
傅

增
湘
平
常
偶
有
創
作
的
＂
詩
歌
雜
著
＂
之
類
作
品
，
遑
論
結
為
全

集
，
甚
至
選
集
都
未
獲
刊
行
，
這
對
於
深
入
理
解
傅
增
湘
的
品
行

業
績
，
可
以
說
欠
缺
了
相
當
多
的
資
料
。
筆
者
對
此
頗
感
遺
憾
，

故
近
年
來
在
讀
書
之
餘
，
有
便
即
發
掘
相
關
資
料
，
撰
文
予
以
揭

示
。
筆
者
在
本
刊
第
四
十
期
，
曾
以
︽
傅
増
湘
稀
見
序
跋
二
篇
探

微
︱
︱
藏
園
文
存
之
一
︾
為
題
，
介
紹
傅
增
湘
早
年
所
撰
︽
農
學

纂
要
・
敍
︾
以
及
擔
任
教
育
部
長
期
間
所
撰
︽
僑
工
須
知
・
序
︾，

即
為
前
述
工
作
的
一
環
。
此
文
發
表
之
後
，
又
有
機
會
讀
到
傅
增

湘
題
名
︽
論
北
方
農
事
書
︾
的
文
章
，
其
內
容
與
《
農
學
纂
要
・

敍
︾
密
切
相
關
，
與
《
僑
工
須
知
・
序
︾
也
有
一
定
關
係
，
故
特

此
再
為
文
介
紹
，
以
補
充
前
稿
之
不
足
。

關
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：
傅
增
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農
學
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》
蓮
池
書
院　

汪

康
年


